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第一 章　 文 献

肝外胆道 の粗大神 経 支 配 に関 す る研 究 は既

にCruvelhier (1877), Luschka, (1863), Sappy

 (1877), Schwalbe (1881), Gerlach (1873)等

に より行 われ,此 の部 は太 陽神 経 叢 よ り発 し

て肝動脈 周圍に神 経叢 を形 成す る交 感 神経 及

び迷走神経 に よ り支 配 され る こ とが知 られ て

いた.

然 し乍 ら此 の部 の支 配神 経 を 初 め て 精 細

に記 載 した の はLatariet, Bonnet, Bonniot

 (1920)の 共 同 研 究 で,其 の後Raigorodsky

 (1928)も 此 の部 の神経 に就 き詳 細 な 研 究 を

行いLatarjet等 と 略 同 様 の 結 果 を 得 て い

る.

今 此等 の研究結 果 を綜 合す る と肝 外胆道 は

太陽神経叢 よ り発 した前肝 神 経叢(Pl, hep. 

ant.)及 後 肝 神 経 叢(Pl, hep . post.)の 両

者及び迷 走神経 に よ り支 配 され て い る .而 し

て前肝神経 叢は太 陽神経 叢 の左 の部 及 び右側

太陽神経 叢 の一部 よ りな り,肝 動脈 と共 に走

行 し,大 部分 は 左肝葉 に 入 る も一部 は 分 れ て

胆嚢動脈 に沿 ひ胆嚢 内側 縁 に於 て胆 嚢 内側 神

経(N. internus vaesocae)と して 之 を支 配 し,

又 他の一部 は下方 向 ひ,胃 十二 指腸 動 脹 及 び

右 胃動脈 に沿 い同名 の神 経 叢(Pl . a. Gastro

duodenalis, Pl . a. gast. dex.)を 形 成 す る.

此の他Latarjetに よれ ば胆 管 に も 小枝 を 出

し.胆 管 固有神 経(Nn. proprii)を 形 成 す る

と云 う.

後肝 神経 叢 は太 陽神経 叢 の右 の部 よ り発す

る数 本の 大な る神 経枝 よ りな り同 じ く肝 動脈

に 沿 い前肝 神経 叢 と吻 合す る も,や が て之 を

離 れ て 門脈 主幹 の 後面を横 切 り胆 管 の 後面 に

出 て主 と して右 肝 葉に入 る.其 の際 一枝 は分

れ て右 側 に弧 を描 きつ ゝ横 走 して輸 胆管 後神

経(N. Posterior d. choledochi)と な り輸胆 管 の

後 方 よ り右側 に出 て此 の部 を支 配 す る と共 に

上走 し,肝 嚢 の 右 側 に 於 て 胆 嚢 外 側 神 経

(aussere Nerven d. Gallenblase)と な る.而

して此 の神 経 は 上述 の胆嚢 内側神 経 と吻 合す

る と云 う.又 他 の一枝 は 輸胆 管後 方 に 向い弧

を描 きつ ゝ之 に小 枝 を与 え,輸 胆 管 膵 神 経

(N. pankreatico choledochus)と して膵頭 後 面

に行 くのを記 載 して い る.

次 に迷走 神経 に関 して は,其 の右 側 枝は 一

度太 陽神経 節 に 入 り交 感神 経 と共 に肝神 経 叢

の形 成 に関 与 す るが,又 小数 枝 は神経 節 に 入

る こ とな く肝神 経 叢 内に 混 入す る と云 い,又

迷 走 神経 左側 枝 は 噴 門 の部 で数 枝 を分 ち,之

は肝 胃靱帯 中 を通 り胃肝 神 経(N. gastrohepa

ticus) (Latarjet)或 は迷 走 神経 肝 臟枝(Rami

hep. n. vagi)と して肝門部 に至 り,前 肝神 経

叢 とな ると云 う.又 横 隔膜神 経 は交感 神 経 と

吻 合 しつ ゝ横 隔 膜神 経叢 をつ くり一枝 を肝 臟

に送 る と云 う.

次に 先輩 永井 も之 の部 の神 経 支 配 を詳細 に

研究 し,太 陽神 経 叢 よ り肝門,胆 嚢 に至 る神

経 は 勿論,所 謂Oddi氏 筋,十 二指 腸 壁 内神

経 に至 る まで其 の神経 支 配 を 明 らか に した.
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即 ち氏 に よれば左太陽神経節 より出た前肝

神経叢 は多 く肝 左葉に入 るが,一 部分枝は胆

嚢動脈に沿 い胆嚢に分布す る.膵 十二指腸動

脈 に沿い下行す るものは膵十二指腸神経叢を

形成 しつ ゝ十二指腸 壁内神経 と吻 合す る.次

に右太陽神経節 より出た後肝神経叢は大部分

肝右葉 に入 るが,一 部胆管壁 に分布 し,最 下

方 の一本は胆管下部 に達 し,胆 管末端部 に至

つ て総輸胆管末端枝 とな り,膵 十二指腸神経

叢 とも吻 合す ると云 う.

肝門部及び肝外胆道神経支配に関す る文献

は大体以 上の如 くであるが,横 隔膜神経 と肝

臟 との関係についての文献を見 るに,Cruvel

hier (1887)は 右横隔膜神経 と太 陽神 経叢 と

の吻 合を認め,之 に より形成 された横隔膜神

経叢 より肝臟及び副腎に行 く神 経 枝 を記 載

し,Luschka (1863)は 右横 隔 膜 神 経は腹腔

に入 り腹腔横隔膜神経 とな り,右 下横隔膜動

脈 に沿 う交感神経 と吻 合して横 隔 膜 神 経 叢

を形成 し,之 より肝後 上縁を越 え,又 は肝冠

状靱帯を通 り,多 数 の神経枝 を肝実質及 び漿

膜に送 ると云 う.又Pansini (1888), Henle

 (1896)も 横隔膜神経 と交感神経の吻 合を認

め,Wovobiew (1908), Sokolow (1914)は 横

隔 膜腱 部に小な る多数の神経杖 を認め,之 は

横隔膜神経及び交 感 神 経 よ り成 るとしてい

る.

第二章　 研究材料及ぴ研究方法

実験動物 としては幼若犬を用い,Schabada

schの メチレン青塩化 マンガ ン法,又 は メチ

レン青 レゾルチン法を以 て生体染色 した.即

ち麻醉,固 定 した犬の胸 腔 を 開 き,下 空静

脈を 切 断 後,直 ち に下 行 大 動 脈 よ り蒸溜

水1000c.c.に 対 し,食 塩8.5g,メ チ レン青

0.1g,塩 化 マンガン0.15g,レ ゾル チンなれ

ば0.3gを 加えて作成 した混 合液2000c.c.を

以 て約1時 間を要 して潅流す る.其 の後約1

時間 放置 し,後 腹腔を 開き必要臟器を取 り出

し,生 理的食塩水中にて適度の染色 まで酸化

を行いつ ゝ不要部 を除去す る.次 に六角ガ ラ

ス枠に展張 し,飽 和モ リブデ ン酸アンチモン

水溶液中に固定 し,双 眼拡大眼下に各神経〓

維 の走行を追求 した.

第三章　 研 究 所 見

肝外胆道を支配す る神経を見 るに其の大部

分は腹 腔神経節 より発 し,肝 動脈 周圍に神経

叢を形成 しつ ゝ肝門に至 り,肝 動脈 の分岐 と

略 々一致 して分岐す る神経 に より支 配されて

いる.而 して此の部 の神経はSchwalbeに よ

つては肝動脈叢(pl. a. hpaticae),門 静脈叢

(Pl. v. portae)及 び総輸胆管叢(Pl. d, chole

dochi)の3者 に分 類 され てい るが,Cruvel

hier, Latarjet, Raigorodsky等 は人類 に於て

肝動脈周圍の神経叢を前,及 び後肝神経叢の

両者に分ち,夫 々の神経繊維 の走行に関 し記

載 している.今Raigorodskyに よれば前肝神

経叢 は大部分左太 陽神経叢 より発 し,右 上方

に向 うのに対 し,後 肝神経叢は右太陽神経叢

より発 し,初 め前肝神経叢 と平行す るが,後

右方に走 り,門 脈 の後側 に向 うと記載 してい

る.

然 し私の犬に於 て得 た所見 では肝動脈周圍

の神経叢 は総て右 腹腔神経部 より発 したもの

で,そ の大部分 のものは門脈前面に出るが,

一部は肝 動脈分岐部直前で分れ門脈後方に走

行 するの を 認 めた.故 に ご ゝにRaigorodsky

等に より行われた前,後 肝神経叢 の区分は私

が犬 に於 て見 た所見 では多少困難であ り,又

無意味に思われ る.

故に私は肝動脈周圍の神経叢 を肝動脈周圍

神経叢 とし,之 より門脈部 に至れば之を門脈

神経叢 としたい.而 して肝動脈 周圍神経叢 よ

り移行 して門脈前面に出た神経叢を前門脈神

経叢,後 面に出た ものを後 門脈 神 経 叢 とす

る.

(一) 肝動脈 周圍神経叢

本神経叢は右 腹 腔神 経 節頭端 より出た10

数条の太い神経纎維及び迷走神経 の小数枝 よ

りな り肝動脈 周圍を纒絡 してい る.

而 して この神経叢 は肝動脈 と共に右前 上方

に進み,肝 動脈分岐部附近 に於て犬部分は門

脈前 面に前門脈神経叢を,小 数枝は門脈後面
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に出て後門脈神経叢 を形成する.

(二) 前門脈神経叢

本神経叢は肝動脈 周圍神経叢の大部分 が之

に參加するもので,そ の大多数 の神経纎維は

左,右 肝固有動脈 と共 に上方に向い,互 いに

吻合しつ 胆ゝ管後側を通過 して左肝葉 に入 る

が,右 肝固有動脈 に沿 う神経枝 よりは途 中胆

嚢動脈に伴つて上行す る胆嚢神経の一枝 を分

岐する.之 は血管 と共に胆嚢内縁 に向 うもの

でLatarjet, Raigorodsky等 の胆嚢 内側 神 経

に一致 している.

一方左肝固有動脈 に沿 う神経枝 の一部は後

述する左迷走神経 の分枝 と吻 合しつ 肝ゝ管に

も小枝を与 え,こ の部 を支配 してい る.

又 前門脈神経叢 より上方 に向 う数条の神経

枝の内,肝 固有動脈 とは別に門脈右側を横切

り,後 その後方に向い,こ の部に於 て門脈 と

胆嚢 管の間に出で阻嚢管を後右側 より支配 し

つ ゝ上行 し,胆 嚢の外縁に出る神経を観察す

る ことが出来 た.之 はLatarjet, Raigorodsky

等に より胆嚢外側神経 と記載 された ものに相

当す ると考 える.而 して氏等は此 の神経は門

脈の後 方を通 り,胆 嚢外縁を走行 する と云 う

が,私 は門脈前面を通 り,後 其 の左側 を後方

に進 み胆嚢外縁に出 るのを観察 した.

次 に右 胃動脈 に沿 う神経は血管 と共に十二

指腸 上部,幽 門部及 び小彎部に分布す る.

第2図　 肝外胆道神経支配(前 面)

1 胆 嚢

2 胆嚢神経

3 胆嚢動脈

4 肝固有動脈右側枝
5 肝 管

6 右迷走神経肝臟枝

7 肝固有動脈左側枝

8 肝 動 脈

9 前門脈神経叢

10 門 静 脈

11 右胃動脈

12 十二指腸

13 右 胃網膜動脈

14 膵十二指腸動脈

15 総輸胆管末端枝

16 膵十二指腸静脈

17 総轉胆管

18 胃十二指腸静脈

19 胃十二指腸動脈

20 胆 嚢 管

最後に胃十二指腸動脈 に沿い下行す る神経

枝に就いて見 るに図の如 く右 胃動脈の主 とし

て後側を通過す る数条 の大な る神経枝 よりな

り,多 く血管を纒絡 しつ ゝ下行 するが,1, 2

条のものは多少之 より隔れて下行 している.

而して胃十二指腸動脈が分 れて右 胃綱膜動脈

及び膵十二指腸動脈 の両枝 となれば,神 経枝

も亦 之に伴 うもので,右 胃綱膜動脈に沿 う神

経枝は十二指腸後側 を通過す る際,之 に小枝

を与えつ 夫ゝ 々の部 位に進む.

次に膵十二指腸動脈に沿 う2, 3の 大なる

神経枝は輸胆管下部,そ の侵入部 附近の十二

指腸及び膵 に分布す るもので最 も重要な神経

の一つであ る.

今膵十二指腸動脈の走行を見 るに,其 の幹

管は総輸胆 管後側 を左側 より右側に向い斜 め
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に横切 るが,此 の交叉以前の部に於 て分岐 し

た1, 2の 分枝は胆管の前右側 に向い,胆 管

前面を横切 り幹管 の分枝 と吻 合しつ ゝ輸胆管

末端 の周圍を取 り圍んでい る.

神経枝 も略 々之 と同様 の走 行 を な す もの

で,膵 十二指腸動脈 に沿 い輸胆管後側 に向 う

途中数枝を胆管後壁に興 えつ ゝ右側 に出で,

此 の部十二指腸壁及び膵臟に分 布す る.又 動

脈 より分れて前右方向に向い輸胆管下部 前面

を横断する血管に沿う 神経枝は此 の部十二指

腸 壁に分布 しつ ゝ又輸胆管前壁に も数 枝を送

り,膵 臟内に進入 している.

其 の他膵十二指腸動脈 より多少隔れて下行

した1, 2の 神経枝は 本血管が 輸胆管 と交 叉

する部附近 に於 て輸胆壁に達 し,一 部 は其の

後 壁に向い管壁を下行し,一 部は前壁に進み

此 の部を支配 しつ 下ゝ行 し,輸 胆管前側部を

横切 る神経枝 と密 なる吻 合を形成 しつ ゝ十二

指腸壁に侵入 しているのを認 めることが出 来

た.

次 に此の部には血管 と全 く無関係に走行す

る2, 3の 小神経枝が認 められ,肝 門及び肝

動脈分岐部 附近 と腸壁 とを直接に連絡 してい

るのを観察す ることが出来 た.

之は既 にKondtatjew (1932),永 井 により

短路(Kurze Bahn)と して肝臟 と十二指腸壁

とを直接 に結 び,局 所反射 に重要 なる意義を

有 する神経枝 と考 え られた ものである.尚 私

は総輸胆管 と十二指腸壁間に もか ゝる短路を

観察 することが出来 たが,胆 嚢 と十二指腸 と

の間には之を発見す ることは出来 なかつた.

(三) 後門脈神経叢

第3図　 肝外胆道神経支配(裏 面)

1 胆嚢外側神経

2 胆 嚢 管

3 総輸胆管末端枝

4 総輸胆管

5 膵十二指腸神経枝

6 十二指腸

7 膵十二指腸動脈

8 右 胃網膜動脈

9 胃十二指腸静脈

10 胃十二指腸動脈

11 右胃動脈

12 門 脈

13 肝 動 脈

14 後門脈神経叢

15 胆 管

16 肝固有動脈右側枝

17 左迷走神経肝臟枝

18 胆 管

19 胆嚢神経

20 胆 嚢

本神経叢 は肝動脈 周圍神経叢 よりの数枝 よ

りな り,其 の内2, 3枝 は門脈 を後方 より圍

繞 しつ 分ゝ岐 し,右 肝葉 に侵入する.他 の2.

 3枝 は肝葉 に向 う神経 とは離れて右 方に弧を

描 きつ ゝ門脈裏面を横断 し,胆 管に向 う.而

して其 の内上方の1枝 は肝管の近 くを総輸胆

管 上部 に向つて走行 し,此 の部 を支配するも

のでLatatjetに より輸 胆 管 後神経 と命名せ

られた ものに相当する.又 下方の一枝は大な

る弧 を描 きつ ゝ右下方 に進 み膵 十二指腸動脈

を越えて総輸胆管下部後面に至 り此 の部を支

配す るが,之 はLatarjet, Raigorodskyに よ
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り輸胆管膵神経 と称せ られ,又 永井に より総

輸胆管 末端 枝 と呼ばれたものに一致 してい

る.

以上の他に後門脈神経叢 より発 し,門 脈後

側を横切 り総輸胆管 の下部に達 し,之 に 小枝

を与えつ 其ゝの前側 に出で,多 少の分岐 を営

みつ ゝ十二指腸壁に進入する一枝 を も観察 〓

ることが出来 るが,之 は必ず しも総 ての例に

認められる所見ではない.

(四) 迷走神経

右迷走神経は胃噴門部右後側に於 て2分 し,

其の一部は胃小彎及び胃後 壁を支配す るが,

他の部は右下方にす ゝみ右 胃動脈 に達 し,遂

し主 として右腹腔神経節 に入 る.故 に右腹腔

神経節 より発 した肝動脈 周圍神経叢中には勿

論迷走神経枝を も混 入するが,此 の他迷走神

経枝で神経節に入る ことな く直接に肝動脹周

圍神経叢に合流す るもの も認め られ る.か く

て右迷走神経枝は交感神経 と共に肝門部 に至

り分岐 して夫 々の走行を営むが,此 処に於 て

は迷走,交 態神経枝 を区別す ることは不可能

となる.

次に左迷走神経 より噴門前 左側に於て分岐

した2, 3の 小枝は肝 胃靱帯 中を右方 に進 み,

右外側肝葉 と尾状葉 との間を走 り,や がて肝

門部に出で,前 門脈神経叢 と吻 合しつ 肝ゝ管

にも小枝を与 え,又 下行 して十二指腸壁に も

達する.尚 肝 胃靱帯通過中小杖 を分岐 し,他

と離れて直接右外側肝葉被膜内に進入する も

のもある.

(五) 横隔膜神経

右心嚢横隔膜動脈 に沿い下行 した右横隔膜

神経は下空静脈裂孔の近 くで横隔膜に達 し,

前枝,側 枝,後 枝に分れ るが,そ の内後粒は

腹腔内に出で,右 腹腔横隔膜神経 とな り,右

下横隔膜動脈 に沿い上行 した交感神経 と吻 合

してこゝに横隔膜神経叢 を形成する.こ の所

見はCruvelhier, Luschka, Sappy, Henle等

の所見 と一致 している.又 左横隔膜神経の走

行も右側 と略 々同様 で腹腔内に出で左腹 腔横

隔膜神経 とな り,左 下横隔膜動脈に沿 う交感

神経 と吻合して横隔 膜神経叢 を形成 している.

次に横隔 膜神経叢 と肝臟 との関係を見 るに

Luschka及 びSokolow等 の云 う如 く其 の分

〓は肝冠状靱帯 を越えて肝臟被 膜内に侵入 し

ている.而 して氏等は横隔膜神経 の肝臟支配

には其 の右 側の もの ゝみが関与 しているとし

ているが,私 は 左横隔膜神経 の一部 も肝臟被

膜内に進入す るのを確認 した.尚Robertschon,

 Raigorudskyは 右横隔膜 神経 と迷走 神 経 との

吻 合を記載 し,又Raigorodskvは 右横隔膜神

経 で肝門部に侵入す るものを認 めているが,

私は之 を発見 〓る ことが出来なかつた.

第四章　 総括並びに考按

以 上犬 に於け る肝外胆道粗大神経支配の研

究に より得た所見 を総括 するに,右 腹腔神経

節 より出た10数 条の神経枝及 び右 迷 走 神経

よ りの小数枝は肝動脈 周圍に肝動脈周圍神経

叢 を形成す る.而 して其 の大部分は門脈前面

に出で前門脈神経叢 とな り,一 部 は後面に出

で,後 門脈神経叢 となる.前 門脈神経叢 よ り

の多数枝は肝 固有動脈に沿 い左 肝 葉 に 入 る

が,肝 固有動脈右側枝に沿 うものよ りは胆嚢

内側 に内側神経 を送 つてい る.又 胆嚢外側 に

も神 経枝を認め るが,之 は前門脈神経叢 よ り

門脈右側 を廻 り後側に出た神経枝 で,胆 嚢外

側神経 と呼ばれ るものてあ ろ.

又前門脈神経叢 より胃十二指腸動脈 に沿 う

神経は途中血管の分岐 と共に分れて右 胃網膜

動脈及 び膵十二指腸動脈に随伴 し下行する.

而 して胆管下部 及び十二指腸侵入部は膵 十二

指 腸 動脈 に 沿 う神経によ り支配 され るもの

で,其 の支配状況は胆管下部を前後面 よ り包

圍す るが如 くに して輸胆管 壁とこの部の十二

指腸壁 とを同時に支配 している.

尚私 は此の部 に 於 て輸 胆 管 と十 二指腸壁

を,又 肝臟 と十二指腸壁 を直接 に結ぶ神経枝

を認める ことが出来 た.

次に後門脈神経叢 よりの神経は大部分右肝

葉に侵入す るが,こ の一枝は門脈後側 を横切

り総輸胆管 上中部に至 り,他 の一枝 は総輸胆

管下部 に達 し,こ の部を支配 している.

迷走神経に関 しては肝動脈 周圍神経叢 に入
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る右 側枝 と,肝 胃靱 帯 を経 て肝 門 部 に 向 う左

側 枝 とが あ り,又 〓隔 膜神 経 も一 部 肝臟 支 配

に関与 す る こ とを知 つた.

次 に以 上の如 き神 経 構造 を有 す る肝 外胆 道

は胆 汁 排 出 に対 し如 何 な る作 用 をな す てあ ろ

うか.以 下 考 察 を試 み る.

迷 走 神 経 に 関 す る文献 に よれ ばDoyonは

此 の神 経 中枢 端 の刺 戟 に よ り胆嚢 の收縮 と胆

管 末端 の弛緩 を 来す と云 い,Langlcy, Bainb

ridge and Dale,石 山,金 沢 等 も同 様 の 所 見

を報 告 して い る.又 佐 野,水 野,金 沢 は迷 走

神経 の切 断 に より胆 汁 排 出 は抑制 され る と述

べ て い る.

一 方 交感 神経 と胆 汁 排 出 の関係 を見 るに
,

Haidenheinは 内臟 神経 の切 断 に より分 泌亢進

を見.Doyonは 内臟神 経 の末 梢端 を刺 戟す れ

ば胆 嚢 は牧縮 す る も中枢 を刺 戟 す れ ば之 を弛

緩 す る とい う.又Bainbridge and Daleは 其

の刺 戟 は胆嚢 の收 縮 を抑 制 す る と述 べ,水 野,

金沢 も略 々同様 の結果 を得 て い る.即 ち以 上

よ り迷走 神 経 の刺 戟 は一般 に胆 嚢 を收 縮 し担

汁 の排 出 を見 る も,交 感神 経 の刺 戟は胆 嚢 を

弛 緩 し,胆 汁排 出を停 止 さす と云 う ことが 出

来る.

次に迷 走神 経刺 戟 の腸管 運 動 に 対 す る 影

響 に 関 してはMagnus, Harnach und Meyer,

 Katsch und Borchers等 に よ り一般 に 其 の蠕

動 は亢 進 し,緊 張は 上 昇す る とされ てい る.

反 之 交感 神経 の刺 戟はMagnus, Baver, Katsch

山 本,佐 島 等に よ り抑 制 的 に作 用す る と され

て い る.以 上の所見 よ り見 て迷走 神経 刺 戟 は

胆 嚢 を收 縮 し,同 時 に十 二指 腸 運 動 は活 〓 と

な り胆汁 排 出を見 るのに反 し,交 感神 経刺 戟

は胆 嚢 に 弛緩 的 に作 用 し,十 二 指腸 運 動 は抑

制 され,胆 汁排 出は 停 止す る と云 うこ とが出

来 る.

嚢 に私 は 輸胆 管 末端 部 に はOddi氏 括 約 筋

と称 すべ き特 種 括 約 筋は存 在 せ ず,此 の部 の

開 閉 は十 二指 腸運 動 そ の ものに よ り左右 され

る こ とが大 で あ ろ うと結 論 した.又 本 篇 に

於 て肝 外胆 道 及 び輸胆 管 十 二指腸 侵 入部 は共

に其 の大 部分 は肝 動脈 周圍神 経叢 よ り 来る交

感,迷 走両神経に より支配 され ることを知つ

たが,此 等 よりして も迷走神経 の刺戟は胆嚢

を收縮 すると同時に,十 二指腸には適度の運

動 を起 さしめて胆汁 を排出するのに対 し,交

感神経 の刺戟 は之 と反対 的に作用すると考え

て何等 の不都 合を感 じない.

次に消化時 に於ける胆汁排出機転について

見 るに,此 の際仮 に胆嚢 と十二指腸 との刺戟

交感が 存する とすれば果 して如何にして胆汁

排 出が起 るであろ うか.

此 の点 に関 しMeltzerはContray of Inner

vationを 提称 し,胆 嚢 筋 の收 縮 に より胆嚢

内圧が亢進すれば,同 時にOddi氏 括約筋は

弛緩開 口し,胆 汁排 出を可能な らしめ るとし

ている.し か し解 剖学 的 に胆 管 末端部には

Oddi氏 括約筋なる特種 筋 を 認 めず,こ の部

の開 閉は十二指腸壁筋に より左右 されること

を考える時,胆 嚢 とOddi氏 筋 よりも寧 ろ胆

嚢 と十 二指腸 との関 連 を考 究 せ ねばならな

い.而 してCortadc u. Guyonは 胆嚢 と十二

指腸 を結ぶ神経枝 の存在を述べているが,私

及び永井はかか る神経を認 めなかつた.し か

し此の部 に直接 の神経枝に よる連絡は証明 さ

れな くとも,尚 両者間の拮抗的作用 のあるこ

とは明 らかで,此 の点に関 しては三宅教授の

提唱す る如 く,両 者は輸胆管壁内の良 く発達

した神経叢に より,又 は局所 中枢 を介 して行

われねばならないが,此 の際果 して胆嚢が運

動刺戟の発生源泉 となるものか,或 は十二指

腸が先に亢奮 する ものかは全 く不明で,頗 る

徴妙な問題 と云わなければならない.

今胆嚢 の運動が十二指腸 の刺戟 に呼応 して

生ず るとすれば,腸 内容物は直接又は間接に

腸 粘膜 下 層 のMcissncr神 経叢,之 に続 き

Auerbach神 経叢を刺戟 し,蠕 動 運 動 を亢進

す ると共 に,此 の刺戟は輸胆管内神経叢,或

は局所中枢又は中枢神経 を介 して胆嚢を收縮

す ると考えられ る.而 して此 の際第二篇に述

べ た如 く輸胆管末端 は十二指腸の適度の運動

に より他動的蠕動運動 を起 し,胆 汁の排出を

来す と考へねばな らない.

次に私は輸胆管壁 と十二指腸壁 とを直接に
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結ぶ神経枝が 存在 す る ことを認 め た が,今 之

をKondratjewに 従 いKurze Bahnと し局所

反射 に関与 す る もの と考 え れ ば,十 二指腸 運

動はこの神経枝を経て輸胆管 壁に も刺軟を送

り,之 は胆嚢に も達 して胆嚢收縮 を起すであ

ろう.

故に胆嚢 と十二指腸 との刺戟交換は輸胆管

壁内神経叢,局 所中枢,中 枢神経及 び輸胆管

と十二指腸間に認 められ るKurze Bahn等 に

よる極めて複雑徴妙な る相互連絡 に より行 わ

れるもの と考える.

尚Lutkens, Bayer, Westphal等 は胆嚢 管

及び頸部に神経中枢を求 め胆汁排出 を説明せ

んとし,又Westphal, Glcichmann, Mannの

如く輸胆管の十二指腸貫通部 に2つ の括約部

を求め,之 に交感,迷 走 両神経の互 いに拮抗

する作用を想定 し,本 機転 を説明するが如き

は私の解剖学的所見 よりし,ても全 く当を得 な

い所である.

要之私の第1, 2, 3篇 に於 て観察 した所見

を綜 合考察するに,胆 汁 の排出は胆嚢 の收縮

と十二指腸の運 動に よる輸胆管末端部の他動

的蠕動運動 とにより行われ ると老え られ,而

も胆嚢 と十二指腸 との間には互 いに複雑微妙

なる刺戟交換があ り両者を適 度に調節 しつ ゝ

胆汁を排出するものと思 う.

第五章　 結 論

私は犬を用い肝外胆道 の粗大神経 を研究 し

次の如き結果 を得た.

1) 右腹腔 神経節 より発 した10数 条 の神

経枝及び右迷走神経の少数枝は肝動脈 周圍に

肝動脹神経叢 を形成する.而 して この神経叢

は門脈前,後 面に至 り前.後 門脈神経叢 を展

開する.

2) 前門脈神経叢 よりの多数枝は肝固有動

脹に沿い左肝葉 に入 るが,途 中一枝 を分岐 し

胆嚢動脈に沿い胆嚢 内縁に至 り胆嚢 内側神経

となる.尚 胆嚢外側 に も神経枝を認 めるが,

之は前門脈神経叢 より門脈右側 を廻 り後方に

出た神経枝で胆嚢外側神経 と呼ばれ るもので

ある.

又 〓神経叢 より胃十 二指腸動脈 に沿 う神経

は途中血管 の分岐 と共に分れて右 胃網 膜動脈

及び膵 十二指腸動脈に随 伴 して下行 する.而

して膵 十二指腸動脈 に沿 う神経は輸胆管下部

に至 り血管 と共 に此の部及び十二指腸 壁に分

布 している.尚 私は この部に於 て輸胆管 と十

二指腸 を,又 肝臟 と十二指腸 を結 ぶ神経枝 を

認め ることが出来 る.

3) 後門脈神経叢 よりの神経枝は大部分右

肝葉 に侵入す るが,一 枝は門脈後側 を横切 り

総輸胆管右後側に出て其 の上,中 部に分布す

る.又 他の一枝は胆管下部 に達 しこの部 を支

配するが,本 神経は輸胆管膵神経(Latarjet),

或 は総輸胆管末端枝(永 井)と 云 うべ きもの

であ る.

4) 左迷 走神経 の分枝は肝 胃靱帯 を経 て左

外側肝葉 と尾状葉 の間 を通 り肝門に出て前門

脈神経叢 ど吻 合する.

一方右迷走神経は右 腹腔神経節 に入 り肝動

脈周圍神経叢の形成に加わ るが,一 部の もの

は神経節に入 ることな く直 ちに肝動脈 周圍神

経叢に混入 してい る.

5) 横隔膜神経は下横隔膜動脈に沿い 上行

す る交感神経 と吻 合しつ ゝ横隔膜神経叢 を形

成 し,肝 冠状靴帯 を経て肝臟 に分枝を送 る.

6) 以 上の如き肝外胆道粗 大神経 の所見及

び第1,第2篇 の所見 より胆汁 の排 出は胆嚢

の收縮 と十二指腸運動に よる輸胆管末端部 の

他動 的 蠕 動 運 動 とに より行われ ると推論 さ

れ,而 も胆嚢 と十二指腸間には互 いに複雑微

妙 なる刺戟 交換があ り互 いに両者を調節 しつ

ゝ胆汁 を排 出する ものと考え る.

稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導と御校閲を

賜わつた恩師三宅教授,陣 内教授に対し満腔の謝意

を表する.
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